
鵠沼地区町内会自治会連合会
防災への取組

活動スローガン

『そなえよ つねに！』



鵠沼の歴史を知る



鵠沼の歴史を知る



鵠沼の歴史を知る



現在の鵠沼（2024．12．１現在）
・藤沢市人口

443,788人
人口密度6,380人/k㎡
・藤沢市世帯数

204,176世帯
・鵠沼地区人口

59,416人
人口密度10,591人/k㎡
・鵠沼地区世帯数

27,495世帯



鵠沼の災害 関東大震災



関東大震災 津波高さと隆起



関東大震災 鵠沼の津波浸水域



鵠沼のハザードマップ



鵠沼のハザードマップ

延焼運命共同体とは
１件の出火でこの範囲に燃え広がること。

住宅１軒ごとのデーターを基に防火性に応じた延
焼限界距離を設定し、隣棟間隔がそれより小さ
い場合、延焼すると判断して作画し時間の推移
を省略して、焼け止まりの範囲を色分けして表し
たもの。



鵠沼自治連の防災対策
・主な２０１８年の防災活動

組織編成

〇防災部 総合防災訓練 雨天により中止

・避難施設運営サポート

鵠沼中学校学区町内会と所属中

学生とで炊出し訓練開催

生徒529人、先生39人、32町内会
97人 合計665人参加
鵠沼地区55町内会の内32が鵠沼
中学校へ通っている



鵠沼中学校学区での炊出し訓練



鵠沼自治連の防災対策

〇防災企画室

・訓練勉強会（ラップ、レジ袋を使った

応急手当訓練開催



鵠沼自治連の防災対策

・防災講演会（災害時に於けるトイレ問題と

対策） NPO法人 日本トイレ研究所

所長 加藤 篤 氏



鵠沼自治連の防災対策
・主な2019年度の防災活動
組織編成

防災統括部（防災部と防災企画部を一つにし

て４つの部会と一つの委員会を設立）

・避難施設部会

９避難施設と市民センターと合同の連絡会

を結成し避難施設運営上の問題対応と資金

援助をする

鵠沼中学校訓練と鵠沼小学校訓練に補助

金を支出



鵠沼自治連の防災対策
・防災企画部会

体験型防災講演会開催 『地域防災力

は女性パワーでアップ 災害時は助け上

手、助けられ上手』

平塚防災クラブ 平塚パワーズ



鵠沼自治連の防災対策

・研修、教育部会（多方面からの情報を集約し、

鵠沼に適した内容を訓練、視察

教育に活かす）

埼玉県春日部市 首都圏外郭放水路を見学



鵠沼自治連の防災対策
・防災担当、防災訓練部会

（総合防災訓練に特化した活動）

地域特性に応じた訓練内容

＊浸水歩行訓練

以前はコンパネとブ

ルーシート、土嚢で

プールを作って使用し

ていた



鵠沼自治連の防災対策
現在は外国製ビニールプールを使用している

他地域でも訓練をやってみたいところがあれば

お貸しします。



鵠沼自治連の防災対策
・土嚢作りと積み方体験訓練



鵠沼自治連の防災対策
・救助救援活動委員会（被災者情報収集、

迅速な対応を図るための研修会、講習会

を開催、外部ボランティア受け入れの予備

知識を習得）

藤沢災害救援ボランティアネットワーク

（FSV）に加入、情報収集に活用する

藤沢災害救援ボランティアネッ
トワークの総会にて、記念講演
会に参加



鵠沼自治連の防災対策
〇コロナ感染の広がりにより活動の

停滞を招く

・コロナ禍の

避難方法を

広報する



鵠沼自治連の防災対策

コロナ感染症防止のため
に殆どの事業が中止と
なった。多人数での集会
は適さず小規模の集会と
なった。

防災担当者会議を東西南
北に分け、更に2つずつに
分け８グループにした。

東A、東B、西A、西B、
南A、南B、北A、北B

・2020年以降の組織と活動



鵠沼自治連の防災対策



鵠沼自治連の防災対策
・殆どの事業はコロナで中止となったが防災

担当者会議は４回、グループ会議は６回、

防災企画会議は１回開催されたが

「地域は同じでも各町内会が抱える防災リス
クが違うため、グループ内で足並みが揃わない。
問題点の共有が出来ずに目標が立てられない」



鵠沼自治連の防災対策

・2022年以降の組織と活動
2022年度活動スローガン

『そなえよ つねに！』
どんな事にも応じることが出来る対応力を身

につけ、「さあ来い 準備は出来ている」とい

う意味です。



鵠沼自治連の防災対策
〇グループ編成の見
直し

町内会別災害リスク

のアンケート実施



鵠沼自治連の防災対策
・アンケート結果

①地震や液状化による家の倒壊（９町内会）

②津波のリスク（９町内会）

③火災のリスク（６町内会）

④住民同士の連携希薄（６町内会）

⑤マンショングループ（１２町内会）

⑥内水、外水氾濫（９町内会）

※当初５グループを予定していたがマンション
も作って欲しいと要望があり６グループになった



鵠沼自治連の防災対策

〇柔軟なグループ分け

複数のリスクに応じて複数のグループに参

加出来る

〇リスク別グループ別会議の結果

①地震や液状化による家の倒壊グループ
・防げない ・下水道が使えない ・トイレが最大の問
題 ・備えが重要 ・周知の徹底 ・住宅の液状化対策
の補助金は出るのか ・下水道課の対策はどうなってい
るのか ・危険度マップが古すぎる ・市へ要望提出を
する



鵠沼自治連の防災対策

②津波のリスクグループ
・避難先が少ない ・階段では上がれない ・命に係わる問題
として危機感を持つ ・訓練に工夫が足りない ・津波のせり
上がりマップの活用を図る ・センターの立替えを早める ・
風致地区の変更

③火災のリスクグループ
・集合住宅が多い ・町内会未加入者をどうするか ・煙感知
器の点検を普及させる ・消防との連携を図る ・消火器を置
く ・簡易スプレー式の消火器が家庭には有効 ・初期消火を
どうやるかが大事 ・スタンドパイプを活用する ・消防団の
話を聞く ・街頭消火器が減っている ・井戸を避難施設に
作ってもらう ・モバイルバッテリーの火災例を周知すべき



鵠沼自治連の防災対策

④住民同士の連携希薄グループ
・高齢化、子供がいない ・役員の成り手がいない、１年交代
の輪番制にするしかない ・要避難援護者への対応が出来てい
ない ・地引網、餅つきを毎年やっていたがコロナで駄目に
なった ・ゴミ拾いを兼ねてパトロールをやっている ・若い
世代が子供の為に行事をやる ・若い人とつながるにはLINE
の勉強会をやる ・３町内会合同の防災訓練も有効 ・町内会
への未加入者の増加

⑤マンショングループ

・高齢者が多く自治会加入者がいない ・役員の選出が大
変 ・管理組合と自治会両方ある所と管理組合のみの所があ
る ・理事が１～２年で変わるのは問題が多い ・部屋の住民
の名前が分からない、表札を出しているのは３割でメールボッ
クスにも殆ど出していない。防災用の家庭調査はやっている
・騒音トラブルがたまにある ・鳩のフン害があった



鵠沼自治連の防災対策

⑥内水、外水氾濫リスクグループ

・マンション管理士がいる、県がマンションアドバイザー派遣
事業をやっている ・賃貸で入っている人と管理組合のトラブ
ルが多い ・自治会費は賃貸者でも必ず必要 ・管理業者に任
せると修繕費が高い、第３者管理組合へ丸投げをする例もある

・防災ナビを基に進めていく ・貯留管の情報を出して欲し
い ・貯留管の割合で何がどう変わるのか分からない ・下水
道の問題が大きい ・鵠沼高校を中心とした水深内容を色分け
した地図を作る ・地区防災計画を作る



鵠沼自治連の防災対策
〇情報提供
・在宅避難ガイドの作成、配布



鵠沼自治連の防災対策

避難施設に行かない事を基本とする それには備えが必要です
まさに『そなえよ つねに！』



鵠沼自治連の防災対策

・防災、減災書籍の購入、貸出



鵠沼自治連の防災対策

〇３年振りの総合防災訓練の再開

・2022年は展示型で
『地域特性を知り 自らの身を守ろう』

をスローガンに開催

・2023年は地域の特性に応じた訓練を主
体に『各団体と力を合せ鵠沼地区の防

災力を向上させよう』をスローガンに開

催



鵠沼自治連の防災対策

・浸水歩行訓練（足元が見えない流水での歩き方を学ぶ）

・水嚢の使用法を学ぶ（土嚢から水嚢へ 家庭での使用に適

する）



鵠沼自治連の防災対策
・洋式便器使用による簡易トイレの使用法を

学ぶ（１日で出る廃

棄物の量を知る）

・液状化発生メカニズム実証展示

自分の家の地下水

位はどうなのか



鵠沼自治連の防災対策

・藤沢警察の初の参加

ミニパト、白バイ、ポルシェパトカーの参加で

大いに盛り上がりました



鵠沼自治連の防災対策

〇東京国際消防展視察

５年に一度開催される消防、防災関連の

国内最大級の展示会

2023年6月16日 東京ビッグサイト



鵠沼自治連の防災対策
〇防災講演会の開催
『災害は忘れた頃にやって来るのではない
忘れたくてもやって来る』
元海上自衛隊 ユスフ萩原大佐

東日本大震災での災害派遣業務と
土木工学から津波発生、気象データ
を基に分かり易い災害対応のお話
でした



鵠沼自治連の防災対策
〇マンション防災への取組

マンションを含む共同住宅に住む世帯割

合は住宅総数の５２％（藤沢市令和５年

度）、全国平均44.9％に増加。３階から１５
階までの中高層マンションの増加が著しい

リスク別マンショングループでは他のマン

ションの現状を知る機会となり情報交換の

重要な場となっている



鵠沼自治連の防災対策
耐震基準を満たしたマンションは在宅避難が可
能であり、在宅避難の継続には備えが何よりも
重要です。ライフラインが止まる時の対策が欠
かせません。管理組合で発電機、プロパンガス、
貯水槽を備えているマンションもあります。

災害時用プロパンガス発電機 災害時用プロパンガスタンク 災害に強い鉄製受水槽



鵠沼自治連の防災対策
〇藤沢パークマンションで防災講演会開催
・マンションの利点 建物の安全性が高い
避難施設へ行かない
・停電に備える 個別に電源を確保
・けが人、死傷者を出さない 各自で家具
の固定、食器棚にガラス飛散防止フィル
ム、ラッチの取付
・初期消火に備える 各自家庭用消火器を備
える、感震ブレーカ―の設置
・自分の命は自分で守る、家族の命は自分達で守
る、近所で助け合う
・マンションでの基本的ルールを決めておく
備蓄品をどう保有するのか 個人か管理組合か
要援護者をどう支援するのか



鵠沼自治連の防災対策

安否確認とレスキューの方法は

エレベーターでの閉じ込めから救出には

建物の耐震基準を知る 震度６弱でも住み続ける事が出

来るのか

断水時は水を流さない

排水管のチェックをする

生活ゴミをどう保管するのか

地域防災拠点の避難施設と情報交換は

・ローリングストックをマスターしよう

カセットコンロ、ボンベ 携帯トイレ 水 太陽光発電つき充

電器 日頃から使っている物を決めた日数分 湯煎用ポリ袋



鵠沼自治連の防災対策

〇横浜市民防災センターを利用しよう

一般的なマンションの居室が設置されている。

災害時に取るべき行動の実体験が出来る。

ベランダから下へ避難するハシゴと蹴破る隔て板 隔て板の蹴破り方説明



鵠沼自治連の防災対策

ご清聴ありがとうございました

鵠沼地区
町内会自治会連合会


